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＜別紙＞ 

平成２９年度 放牧活用型畜産に関する情報交換会 

開催要領 

 

１ 趣 旨 
 大幅な省力化と低コスト化が期待できる放牧飼養をさらに拡大普及していくため、放牧

を取り入れた畜産体系（放牧活用型畜産）に関する情報交換会を開催し、知見の拡充およ

び技術の向上と普及に努める。 
農村地域を活性化するためには、耕作放棄地を活用する新たな担い手を創出する必要が

ある。肉用子牛の生産基盤を強化しつつ担い手創出の両方を同時に解決できる一方策とし

ては、家畜管理の軽労化と耕作放棄地活用を実現する放牧活用型畜産が最も有力と考えら

れるが、新たな担い手が参入するには、熟練を要する家畜管理作業は極めてハードルが高

い。しかしながら、最近では ICT（情報通信技術）や AI（人工知能）を活用することによ

り、このような熟練作業や効率的な作業へシフトすることが容易になりつつある。畜産に

おける ICT 等の活用は近年、舎飼いを中心に研究開発され一部実用化も進んできているが、

放牧条件下での活用は緒についたばかりである。このため、AI 技術を活用した精確な受精

適期予測、放牧牛の安否確認や健康状態等を ICT の活用により遠隔で監視・制御する技術、

個体識別に基づく遠隔自動給餌技術、家畜・施設保全のための牧柵遠隔監視や飲水管理に

係る技術の構築が不可欠と考えられる。 

 そこで本年度は、AI や ICT を活用した放牧畜産に向けた現状と課題について情報交換を

行う。 
 

２ 主 催 農研機構 畜産研究部門  

  後 援 日本草地畜産種子協会、水田･里山放牧推進協議会 

 

３ ⽇ 時 平成 29 年 11 月 6 日（月）12:30～16:30 

 

４ 場 所 
日比谷図書文化館コンベンションホール 

（〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園 1番 4 号） 

TEL: 03-3502-3340  http://hibiyal.jp/hibiya/access.html 
 

５ 内容 
（１）挨拶                 農研機構 畜産研究部門、日本草地畜産種子協会 等 

（２）基調講演︓ 
放牧活用型畜産現場の未来予想図      鹿児島大学学術研究院 教授 後藤貴文 

 

（３）ＡＩやＩＣＴを活⽤した放牧畜産に向けて 
１）情勢報告 

  (1) 放牧をめぐる情勢 
農林水産省 生産局 飼料課 飼料専門官 大門憲明 

  (2) ＡＩやＩＣＴを活用した農業技術開発 －畜産分野を中心に－ 
  農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究専門官 田村健一 

 

２）イーソルのＡＩへの取り組み 

イーソル株式会社 事業推進室 佐藤幸晴 
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３）ＩＣＴを活用した放牧牛の情報収集システム 

農研機構 畜産研究部門 上級研究員 喜田環樹 
４）草地におけるドローンの利用と課題 

国際農林水産業研究センター 社会科学領域 川村健介 
５）情報の見える化と管理の効率化を可能とする「草地管理支援システム」 

農研機構 畜産研究部門 草地管理ユニット長 井出保行 
 

（４）総合討論 
 
６ 参集範囲 
農林水産省関係部局、公立行政普及部局、公立試験研究機関、民間研究機関、大学、国立

研究開発法人、水田･里山放牧推進協議会関係者、その他主催者が認める者 

 

７ 定員  200 名（先着申込順） 

 

８ 参加費 無料 

 

９ 参加申込 

10 月 20 日（金）までに、申込用 WEB サイトから申込みいただくか、 

参加申込書に記入して、メールまたは FAX にて申込み下さい 

 

１０ 申込先 

農研機構畜産研究部門 企画管理部 那須企画管理室 企画連携チーム 

申込用 Web サイト：https://pursue.dc.affrc.go.jp/form/fm/naro072/pas 

E-mail：kouryu_nasu@naro.affrc.go.jp 

TEL：0287-37-7005 FAX：0287-37-7132   

 
１１ 事務局（内容問い合わせ先） 
農研機構畜産研究部門 草地利用研究領域 草地管理ユニット長 井出保行 
TEL：0287-37-7808 E-mail：runsama@affrc.go.jp 

 
 
 
 
 
 
 


